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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）グリセリン及びジグリセリンから選ばれる成分の合計含有量が４５～６０質量％で
あり、２）ポリグリセリンの脂肪酸エステルの含有量が２～１０質量％であり、３）水の
含有量が１０～２５質量％であり、且つ、４）発泡用のガスの含有量が１～２質量％であ
ることを特徴とする、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料であって、
　グリセリンの含有量が、前記グリセリン及びジグリセリンから選ばれる成分の合計含有
量の９０質量％以上であることを特徴とする、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料。
【請求項２】
　前記発泡用のガスが、イソブタンのみ、又はノルマルブタンとイソブタンの混合物であ
り、ノルマルブタン：イソブタン＝１：４～０：１０の割合であることを特徴とする、請
求項１に記載の温感化粧料。
【請求項３】
　グリチルリチン酸及びその塩並びにグリチルレチン酸アルキルエステルから選択される
１種乃至２種以上を０．０３～１質量％含有することを特徴とする、請求項１又は２に記
載の温感化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧料に関し、更に詳細には、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料に好適な
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化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料を塗布する行為に於いて、その化粧料がどの様な温度刺激をもたらすかが、化粧
料の効果に大きな影響を与えることが、化粧料の研究者達の近年の検討で明らかにされて
いる。即ち、マッサージやパックの行為に於いて、化粧料の塗布が冷感刺激をもたらすよ
うな場合には、その効果が著しく減じてしまう欠点が見出され、これを克服する手段とし
て温感付与化粧料が開発されている。前記温感付与化粧料としては、例えば、ゼオライト
や多価アルコールを含有させて、これらの成分が水和する際に生じる水和熱を利用するも
の（例えば、特許文献１を参照）、二重容器に互いに反応して発熱する成分をそれぞれ孤
立させて収納し、吐出時に剪断力を利用して、これらの成分を混合、反応させ、反応熱を
発生させる製剤（例えば、特許文献２を参照）或いは使用時に金属酸化物と有機酸とを反
応させて反応熱を発生させる方法（例えば、特許文献３を参照）等が存する。
【０００３】
　一方、ポスト・フォーム剤形の化粧料は、吐出時は通常の化粧料であり、これを塗布す
るなど化粧行為を行う過程で徐々に発泡する剤形の化粧料であるが、このものは通常の化
粧料の使用感触と、フォーム化粧料の使用感触とを兼ね備えたものであり、優れた使用特
性を有し、この為、この剤形のマッサージ化粧料やパック化粧料が開発されている（例え
ば、特許文献４、特許文献５、特許文献６を参照）。しかしながら、温感化粧料であって
、且つ、ポスト・フォーム剤形の化粧料は全く知られていない。更に、温感剤形とするこ
とで、マッサージ化粧料としての機能、パック化粧料としての機能が高まることは知られ
ていない。又、この様な従来のポスト・フォーム剤形では、ウォッシュオフ性能は付与さ
れていないのが常であり、ウォッシュオフ特性を有するポスト・フォーム剤形は全く知ら
れていない。
【０００４】
　高粘度組成物を押し出すためのエアゾール容器として、移動可能かつ内容物を分離可能
な隔壁によって分離された二室容器内部の一方の空間部に吐出される内容物が充填され、
他方の空間部に、前記内容物を押し出すために加圧する圧縮ガスが充填されたエアゾール
製剤が開発されている。これが所謂ダブルチャンバータイプ（２室形態）のエアゾール容
器である（例えば、特許文献７、特許文献８、特許文献９、特許文献１０、特許文献１１
、特許文献１２、特許文献１３、特許文献１４、特許文献１５，特許文献１６を参照）。
かかる技術により、かなり粘度の高い内容物の吐出、或いは、ポスト・フォーム剤形で最
後まで発泡力の低下しない内容物の吐出が可能になっていることを、本発明者は確認した
。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１３１４１７号公報
【特許文献２】特開２００３－４０３６７号公報
【特許文献３】特開２００２－４７１３６号公報
【特許文献４】特開２００３－２３８３５２号公報
【特許文献５】特開平１０－３１６５３２号公報
【特許文献６】特開平９－７７６２９号公報
【特許文献７】特開平１１－３４９９３４号公報
【特許文献８】特開平１０－７２０７４号公報
【特許文献９】特開平０９－１９３９８号公報
【特許文献１０】特開平１１－３３４４４号公報
【特許文献１１】特開２００１－２２５８８３号公報
【特許文献１２】特開２００３－２６５２２７号公報
【特許文献１３】特開２００１－２１５３号公報
【特許文献１４】特開平１０－３０５８７９号公報
【特許文献１５】特開２００１－３２８６６８号公報
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【特許文献１６】特開平１０－２９５６１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、ポスト・フォーム剤形の化粧料に新規
効果を付与する技術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、ポスト・フォーム剤形の化粧料に新規効果を付
与する技術を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、１）グリセリン及びジグリセリンから
選ばれる成分の合計含有量が４５～６０質量％であり、２）ポリグリセリンの脂肪酸エス
テルの含有量が２～１０質量％であり、３）水の含有量が１０～２５質量％であり、且つ
、４）発泡用のガスの含有量が１～２質量％である、ポスト・フォーム剤形の化粧料であ
って、グリセリンの含有量が、前記グリセリン及びジグリセリンから選ばれる成分の合計
含有量の９０質量％以上であることを特徴とする、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料が
、優れた温感効果を有し、これをパック化粧料等に応用した場合、リラクゼーション効果
を高め、以てパックの肌へ与える効果が著しくなることを見出し、発明を完成させるに至
った。即ち、本発明は、以下に示す通りである。
（１）１）グリセリン及びジグリセリンから選ばれる成分の合計含有量が４５～６０質量
％であり、２）ポリグリセリンの脂肪酸エステルの含有量が２～１０質量％であり、３）
水の含有量が１０～２５質量％であり、且つ、４）発泡用のガスの含有量が１～２質量％
であることを特徴とする、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料であって、
　グリセリンの含有量が、前記グリセリン及びジグリセリンから選ばれる成分の合計含有
量の９０質量％以上であることを特徴とする、ポスト・フォーム剤形の温感化粧料。
（２）前記発泡用のガスが、イソブタンのみ、又はノルマルブタンとイソブタンの混合物
であり、ノルマルブタン：イソブタン＝１：４～０：１０の割合であることを特徴とする
、（１）に記載の温感化粧料。
（３）グリチルリチン酸及びその塩並びにグリチルレチン酸アルキルエステルから選択さ
れる１種乃至２種以上を０．０３～１質量％含有することを特徴とする、（１）又は（２
）に記載の温感化粧料。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ポスト・フォーム剤形の化粧料に新規効果を付与する技術を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
（１）本発明の温感化粧料の必須成分であるグリセリン及び／又はジグリセリン
　本発明の温感化粧料は、ポスト・フォーム剤形であってグリセリン及び／又はジグリセ
リンを４５～６０質量％、より好ましくは５０～５８質量％含有することを特徴とする。
かかる成分は、皮膚上に投与した場合に於いて皮膚上の水分と水和して発熱し、温熱効果
を発揮する。又、後記のポリグリセリンの脂肪酸エステルとともに液晶を形成し、水との
水和速度を調整し発熱の特性を調整する作用を有する。又、液晶を形成することにより、
フォームを形成するのに必要な油性成分を水のみで除去することが出来る、ウォッシュオ
フ作用を発揮する。本発明の温感化粧料に於いて、グリセリン及び／又はジグリセリンは
、どちらか一種を含有させることも出来るし、両者を併用して含有させることも出来る。
特に好ましい形態は、両者を含有し、且つ、グリセリンの含有量が、グリセリン及びジグ
リセリン含有量の９０質量％以上、より好ましくは９３質量％以上である形態である。こ
の形態を採ることにより、水和熱の発生制御と、液晶の安定性向上が為しうる。
【００１０】
（２）本発明の温感化粧料の必須成分である水
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本発明の温感化粧料は、ポスト・フォーム剤形であって、水を２５質量％以下、より詳細
には、５～２５質量％、より好ましくは、５～２３質量％含有することを特徴とする。本
発明の温感化粧料に於いて。水は液晶を含む系の安定化と、ウォッシュオフ機能の創出に
働く。水が少なすぎると、安定な液晶を含む系が形成せず、発熱の調整が困難になり、心
地よい温感を提供できない場合、或いは、ウォッシュオフしにくい場合が存し、多すぎる
と、液晶系からエマルション系に移行し、発熱が調整しにくくなったり、発熱量そのもの
が低下する場合が存する。取り分け、本発明の温感化粧料をウオッシュオフ可能なポスト
・フォーム剤形の化粧料にする場合に於いては、水の量を１０～２５質量％に調整し、ガ
ス以外の内容物を調製した場合に於いて、該内容物の性状を、液晶構造乃至は液晶構造と
エマルションの混在系に調整しておくことが好ましい。
【００１１】
（３）本発明の温感化粧料の必須成分である発泡用のガス
　本発明の温感化粧料は、必須成分として発泡用のガスを１～２質量％、より好ましくは
１．１～１．５質量％含有することを特徴とする。かかるガスとしては、化粧料のエアゾ
ール製剤で使用されているガスであれば特段の限定無く使用することが出来、例えば、フ
ロンのようなフッ化炭化水素類、ＬＰＧ等の炭化水素類、炭酸ガスなどが好適に例示でき
る。特に好ましいものは、炭化水素類であり、特に、イソブタンを主体として、発泡性な
どの要素に鑑みてノルマルブタンを添加するような形態、具体的には、ノルマルブタン：
イソブタン＝１：４～０：１０、より好ましくは１：６～０：１０の割合の混合物乃至は
イソブタンのみを用いることが好ましい。これは、この範囲の混合物を使用することによ
り、使用感の優れるポスト・フォーム剤形が得られることと、パック化粧料として使用し
た場合に於いて、ガスに由来する一次刺激が生じにくい為である。又、この特性は本発明
のポスト・フォーム剤形の温感化粧料をマッサージ化粧料として用いた場合にも、有益に
機能する。
【００１２】
（４）第二の実施形態であるウォッシュオフ機能を有するポスト・フォーム剤形の温感化
粧料
　本発明の温感化粧料の第二の実施形態は、第一の実施形態である、ポスト・フォーム剤
形の温感化粧料に、ウォッシュオフ機能を付加したものである。この様な機能を付加する
ためには、第一には、前記の如くに水の量を１０～２５質量％に調整しておくことである
。加えて、使用する界面活性剤として、ポリグリセリンの脂肪酸エステルを２～１０質量
％、より好ましくは３～５質量％含有させることである。この様な構成を採ることにより
、ガスを除く内容物は、液晶乃至は液晶とエマルションの混在系を採る。この様な系にす
ることにより、水を加えた場合に於いて、油性成分を速やかにエマルションの内部に包含
することが出来るため、流水のみによるすすぎによって、化粧料をウォッシュオフするこ
とが出来る。内容物の形態が液晶構造のみの場合には、ウォッシュオフ後、極微量に残存
した油性成分により、皮膚がしっとりとする。又、この様な系においても必要にして充分
な温熱効果が得られる。前記ポリグリセリンの脂肪酸エステルとしては、グリセリンの重
合度が５～１５のものが好ましく、且つ、遊離の水酸基を６～１５個有するものが好まし
い。又，脂肪酸残基（アシル基）としては、炭素数１２～２０の飽和又は不飽和の脂肪酸
残基が好ましく、飽和の脂肪酸残基としては、直鎖脂肪酸残基であっても分岐脂肪酸残基
であっても良い。具体的に、好ましいポリグリセリンの脂肪酸エステルを例示すれば、ペ
ンタグリセリンモノステアレート、ペンタグリセリンモノオレート，ペンタグリセリンモ
ノイソステアレート、オクタグリセリンモノステアレート、オクタグリセリンモノオレー
ト、オクタグリセリンモノイソステアレート、デカグリセリンモノラウレート、デカグリ
セリンモノステアレート、デカグリセリンモノオレート、デカグリセリンモノイソステア
レート、デカグリセリントリラウレート、デカグリセリントリステアレート、デカグリセ
リントリイソステアレート、デカグリセリントリオレート等が例示でき、デカグリセリン
モノオレートとデカグリセリントリステアレートが特に好ましく、これらを１：２～２：
１で組み合わせて使用することが特に好ましい。
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【００１３】
（５）本発明の温感化粧料
　本発明の温感化粧料は、ポスト・フォーム剤形であって、前記の成分を必須成分として
含有することを特徴とする。本発明の温感化粧料に於いては、前記の必須成分以外に、本
発明の効果を損なわない範囲に於いて、通常化粧料で使用される任意の成分を含有するこ
とが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッツ油、アボガド油、ト
ウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラワー油、綿実油、ホホ
バ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油
、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、還元ラノリン
、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類、流動パラフィン、スクワラン、プ
リスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイクロクリスタリンワッ
クス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パル
ミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類、セチルアルコー
ル、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、オクチル
ドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級アルコール等
、イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル
、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ
酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリン酸ネオ
ペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキ
サン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステ
アリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエリトリット
等の合成エステル油類、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、ジフ
ェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、
デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン等の環状ポ
リシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、アルキル
変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン
油等の油剤類、脂肪酸セッケン（ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等）、
ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミンエーテル等のアニオン界面活
性剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミ
ンオキサイド等のカチオン界面活性剤類、イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル
－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）
、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、ア
シルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモ
ノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリ
ン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピ
レングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビ
タン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキエ
チレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラ
ウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステア
レート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジ
ステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等
）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニ
ック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシル
エーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油
、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界
面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリ
スリトール、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプ
ロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール
、２，４－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオー
ル等の多価アルコール類、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の
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保湿成分類、グアガム、クインスシード、カラギーナン、ガラクタン、アラビアガム、ペ
クチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、カードラン、メチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロ
ース、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グリコーゲン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン
酸、ヒアルロン酸ナトリウム、トラガントガム、ケラタン硫酸、コンドロイチン、ムコイ
チン硫酸、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキシメチルグアガム、デキストラン、ケラ
ト硫酸，ローカストビーンガム，サクシノグルカン，カロニン酸，キチン，キトサン、カ
ルボキシメチルキチン、寒天、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボキ
シビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレングリコール、ベントナイト
等の増粘剤、表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸
カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウ
ム等の粉体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバ
ルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面を処理されていても良い、
雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類、レーキ化されていても良い赤
色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５
０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄
色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類、ポ
リエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラス
トマー等の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、アントラニル酸系紫外線吸
収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収
剤、糖系紫外線吸収剤、２－（２'－ヒドロキシ－５'－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾト
リアゾール、４－メトキシ－４'－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類、
エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタ
ミンＢ6塩酸塩，ビタミンＢ6トリパルミテート，ビタミンＢ6ジオクタノエート，ビタミ
ンＢ2又はその誘導体，ビタミンＢ12，ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類、
α－トコフェロール，β－トコフェロール，γ－トコフェロール，ビタミンＥアセテート
等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノ
リンキノン等のビタミン類などが好ましく例示できる。本発明の温感化粧料は、これらの
成分を常法に従って処理することにより、製造することが出来る。
【００１４】
　本発明の温感化粧料は、ポスト・フォーム剤形を採ることから、エアゾール容器に、発
泡用のガスとともに封入することが好ましい。この様なエアゾール容器としては、移動可
能かつ内容物を分離可能な隔壁によって分離された二室容器を用いることが好ましく、か
かる容器の内袋に化粧料と発泡のためのガス成分を充填し、その外側に吐出のためのガス
を封入することが好ましい。即ち、本発明の温感化粧料は、前記内容物を二室容器の内袋
に充填し、その外部に更に吐出のためのガスを充填してあることを特徴とする。前記内袋
の外側に充填するガスとしては、前記内容物に含有される発泡のためのガスよりも、０．
０５Ｍｐａｓ以上、より好ましくは、０．０７Ｍｐａｓ以上圧力が高いことが好ましい。
吐出のためのガスも、発泡のためのガスと同様のものを使用することが出来る。この様な
二室容器としては、図１に示すものが好ましく例示できる。かくして得られた本発明のポ
スト・フォーム剤形の温感化粧料は、通常使用されている化粧料には特段の限定無く応用
できるが、擦過途中に発泡して感触と機能が変化する点を生かして、マッサージ化粧料乃
至はマッサージング・パック化粧料に応用することが好ましい。又、泡による閉塞効果と
温熱効果と勘案すれば、パック化粧料に応用することも好ましい。その両者を兼ね備える
意味では、マッサージング・パック化粧料に応用することが特に好ましい。ここで、マッ
サージング・パックとは、ジェル状乃至は乳化物の形態で吐出した組成物を、マッサージ
行為として、皮膚上で擦過して発泡させ、発泡後は泡沫の閉塞性を利用してパック化粧料
とするような化粧料のことを指す。本発明の温感化粧料では、閉塞効果に加えて、温熱効
果も得られる利点が存する。このことから、本発明の温感化粧料に於いては、グリチルリ
チン酸ジカリウムなどのグリチルリチン或いはその塩、グリチルレチン酸ステアリルなど
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のグリチルレチン酸アルキル等の抗炎症剤を０．０３～０．１質量％、より好ましくは、
０．０４～０．０７質量％含有することが好ましく、その形態に於いて、医薬部外品とす
ることが、使用法を正確にし、本発明の温感化粧料の効果を高めることから好ましい。医
薬部外品に於いては、その使用態様を明確にするために、抗炎症作用を訴求する旨と、１
週間に１回乃至は数回、顔面に化粧料を吐出させ、２０～６０秒かけて擦過しながら顔面
全体に延展し、発泡を確認した後３～１０分静置し、パックする使用形態で使用する旨と
、使用時に刺激を感じた場合には速やかに使用を中止し、医師と相談する旨とを、包装形
態に表示することが好ましい。
【００１５】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００１６】
　以下に示す処方に従って、本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料（抗炎症を訴求
した医薬部外品）を作成した。即ち、イ、ロ、ハの成分を７５℃に加温して、イとロとを
混合し、これに攪拌下徐々にハを加え、攪拌冷却し内容物１を得た。これを８０ｇとり、
１ｇのノルマルブタンとイソブタンの１：４の混合ガスとともに、図１に示す二室容器の
内袋部に充填、封入し、外袋部に１．２ｇの混合ガスを充填し、（内袋より０．０７Ｍｐ
ａｓ加圧状態）本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料１とした。
【００１７】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　　　質量％
【実施例２】
【００１８】
　実施例１と同様に、本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料２を作成した。
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【００１９】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　８．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５　　　　質量％
【実施例３】
【００２０】
　実施例１と同様に、本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料３を作成した。
【００２１】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
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サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５　　　　質量％
【実施例４】
【００２２】
　実施例１と同様に、本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料４を作成した。
【００２３】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　４．２２　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　　　質量％
【実施例５】
【００２４】
　実施例１と同様に、本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料５を作成した。
【００２５】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５　　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　４．２２　質量％
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メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　　　質量％
【比較例】
【００２６】
＜比較例１＞
　以下に示す処方に従って、グリセリンとジグリセリンの量を調整して、実施例１と同様
に比較例１のポスト・フォーム剤形の温感化粧料を作成した。
【００２７】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８．５２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
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水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５　　　　質量％
【００２８】
＜比較例２＞
　比較例１と同様に、グリセリンとジグリセリンの量を調整して比較例２を作成した。
【００２９】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　１８．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５．０２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　　　質量％
【００３０】
＜比較例３＞
　比較例１と同様に、水分の含有量を調整して、比較例３のポスト・フォーム剤形の温感
化粧料を得た。
【００３１】
イ）
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　質量％
セラミド２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
セイヨウノコギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　質量％
ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
デカグリセリントリステアレート　　　　　　　　　　　　　２．２２　質量％
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　質量％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
ロ）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
「エルデューＰＳ２０３」（味の素株式会社製）　　　　　　 ５　　　　質量％
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（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル））
マカデミアナッツ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
グリセリルトリイソステアレート　　　　　　　　　　　　　２　　　　質量％
δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１　質量％
サポジトリベースＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５　　質量％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　質量％
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５　質量％
ハ）
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　質量％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．５２　質量％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０　　　　質量％
【実施例６】
【００３２】
＜試験例１＞
　実施例１～５、比較例１～３のポスト・フォーム剤形の温感化粧料について、ポスト・
フォーム性を試験した。即ち、３７℃に調整したホットプレート上にメスシリンダーを置
き、ここに約１０ｍｌの内容物を吐出させ、１分後、５分後の体積を計測し、体積増加率
（％；（時間経過後の体積－最初の体積）／最初の体積×１００）を算出し、ポスト・フ
ォーム性を確かめた。結果を表１に示す。これより、本発明のポスト・フォーム剤形の温
感化粧料は適当な時間が経つに従って発泡が進んでいることが判る。これより、本発明の
温感化粧料はポスト・フォーム化粧料に適していることが判る。
【００３３】
【表１】

【実施例７】
【００３４】
＜試験例２＞
　実施例１～５、比較例１～３のサンプルについて、マッサージング・パックの使用形態
に於いて、その温感特性を調べた。即ち、被験者の前腕内側部に化粧料を吐出させ、３分
間擦過した後、２分間静置し、化粧料を塗布した皮膚の上面の温度を計測した。結果を表
２に示す。本発明のポスト・フォーム剤形の温感化粧料は適度に温かい、適切な温度を保
持していることが判る。
【００３５】
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【表２】

【実施例８】
【００３６】
＜試験例３＞
　３７歳のパネラー（ｎ＝１）を用いて、実施例１、比較例２のサンプルを用いて、マッ
サージング・パックを行い、パック前後の唾液中のプラステロン硫酸の量を測定し、パッ
クによるプラステロン硫酸の濃度の増加率を算出した。試験は、検体毎に２回に分けて行
った。尚、プラステロン硫酸は、気持ちがよいときほど高濃度唾液中に分泌されることが
知られている。プラステロン硫酸はキットを用いて、サンドウィッチ抗体法によって測定
した。結果は、実施例１の化粧料の場合が２３．４％の増加であり、比較例２の化粧料は
９．７％の増加であった。これは、発泡の仕方、及び、温感が適したものであり、これに
より、快感を付与しているためであると考えられる。又、この試験より、本発明のポスト
・フォーム剤形の温感化粧料が、パック化粧料に好適であることも判る。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明は、心地よさをもたらすパック化粧料に応用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】実施例、比較例で用いた二室容器の構造を示す図である。
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